
書式第 12号 (法第 28条関係 )

令和 3年度  事 業 報 告 書

令和 3年 4月 1日から令和4年 3月 31日まで

特定非営利活動法人サステナブル・ プラットフォーム

【事業の成果】
・コロナ禍となつて2年目となり、前期はエコプロヘの参加もできなかつた。今後の社会状況も先行き不

透明であり、事業継続の柱になり得る企画を念頭より検討する為、オンライン・サロンに注力した。
・事業継続の柱になり得る企画としては、過去の活動 (ECO REPORT WAY 21、 EMS自己宣言、サ

ステナビリティ・レポート産学協働企画)を統合した独自の『Z世代によるSDGs評価』指標を実装し、

検証的に実施した。

・エコプロヘ2年ぶりに出展、多<の来場者|こ向けて情報発信し、企業より支援の要請を得ることができた。
・武蔵野大学「生涯学習」の要請を受け、当NPOの 活動について講座「次世代とつながるSDGs―サス

ナブル社会は異世代との交流から― (全 3回」をWeb視聴により開請した。
【参考】

httos://fsi-21.limdofree.corn/

httos:ノ/fsi-21.linldofree.corn/2019/02/06/20190123/

httD://lifelonostudv.musashino-u.ac.�望siェ望course/detaiV4963/

事 業 名 事 業 内 容 実  施
日  時

実  施
場  所

従事者

の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

事業費の
金額 (円 )

「持続可能な開発
目標」の実現に寄
与する学際的研究
事業

コロナ禍におけるサステナブ

ル事業についてオンライン・

サロンで研究

令和 3年
6月 ～ 令 和

4年 3月

各地 (オ

ン ラ イ

ン )

延べ

25名

企業 4社
大学教職員
2名、
学生8名 )

O

教育機関における

「持続可能な開発
目標」達成に向け
た支援事業

企業とのCSRメディア協働企
画制作の事例共有
。Youtube企 画 (エプロ、共
立速記、中央印刷事務器)

令和 3年 6月
～令和4年 3
月

各地 (オ

ン ラ イ

ン )

11名

大学教職員、
学生4名、
会員4社
制作者 2名

110,000

企業・ 団体 (自 治
体含む)|こ おける
「持続可能な開発
目標」達成に向け
た支援事業

Z世代 |こ よるSDGs評 価指標
「サスレビ」の策定と試行

令 和 3年 9
月～令和4年
1月

各地 (オ

ン ラ イ

ン)

10名
大学教暇員、
学生 8名、
会員 5社

O

「持続可能な開発
目標」達成を促進
するコミュニケー

ション企画事業

SDGs啓発 に向けた展示会ヘ

の出展

(エ コプロ2021)
令和 3年
12月

江東区有

明 ビッグ

サイ ト

20名
大学教職員、

学生 8名
会員 6名 他

33.000

「持続可能な開発
目標」達成推進に
貢献する啓発・教
育事業

武蔵野大学「生涯学習講座」
で講義 (3回 )

令 不04年 1

月～ 3月

武 蔵野 大

学 三鷹 オ

フ イス

2名 矢内理事長、
伊関事務局

O
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令和3年度  活動計算書

令和3年4月 1日 から令和4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人サステナデル・フ・ラットフォーム

(単位 :円 )

科
日

Ｈ 金 額

I I経常収益
1 受取会費

正会員受取会費

2 受取寄附金
受取寄附金
施設等受入評価益

3 受取助成金等
受取補助金

 ́ 事業収益
事業収益

4  _

:番
紺′ξ

益

経常収益計
Ⅱ 経常費用

1 事業費
(1)人件費

給料手当
退職給付費用
福利厚生費
人件費計

(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費

2.壱鷺皐I経
費計

()輻
響

4。、1長I冒⑮婁
用

褥
:51喜炉

経常顧憂膚11経

費計

Ⅲ経常ぷ謙
増減額

Ⅳ辣 l鱚鋸
経常

   ]言醤警曇
彗璽霧

次期繰極主探爵臣鰻

64,000

64,000
64 000

143 218

0

0

0

0

0

0

143,000

218

33,00 0

0

0

0

0110,00

143.000

0
0
0
0

2 1 8
0

0

0

0

0

218

0

-79,218

0

0

-79,218

268,300
lR9_OR2



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和3年度 貸借対照表

令和 4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人サステナデル・フ
°
ラットフォーム

(単位 :円 )

科
日

【 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

未収金

流 動 資 産 △
計

2 固定資産

(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

189,082

0

189,082

189 082

189,082



16 28条関係 )

令和3年度  計算書類の注記

特定非営利活動法人サステナグル・フ
・
ラットフォーム

1 重要な会計方針
計算書類の作成は、PO法人会計基準によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固 定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

(4)施設の提供等の物的サー ビスを受けた場合の会計処理 該当なし

(5)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況
:円 )

科 目
学際的研究
発表事業

省エネ、省資
源調査事業

報告書企画
作成事業

組織格付、
認証事業

事業部門計 管理部門 合計

64,000 ′４
´
０

64,000 64,000

33,000

110,000

33,000

110,000
218

0

33,000
0

0

0

110,000
218

0

143,000 143,000 218 143,218
143,000 143,000 218 143,218

-79 218D D D D ロ

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.そ の他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当
退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

会議費
旅費交通費
施設等評価費用

減価償却費
印刷製本費
消耗品
通信運搬
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

内容 金 額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サー ビスの受入の内訳
円 )



4 使途等が制約 された寄附金等の内訳
使途等が制約 された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は   円ですが、その うち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約 されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳
:円 )

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考

合計

科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

合計

7

6.借 入金の増減内訳
(単 円 )

役員及びその近親者 との取引の内容

役員及びその近親者 との取引は以下の通 りです。

円

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費 と管理費の按分方法

０
０

科 目
計算書類に

計上された
金額

内役員及び
近親者 との

取引
(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表 )

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和3年度 財産目録

令和4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人サステナガル・フ・ラットフォーム

(単位 :円 )

科
曰

【 金 額

資産の部

1 流動資産

現金預金

手元現金

銀行普通預金

未収金

事業未収金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

車両運搬具

什器備品
パソコン1台

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投 資その他の資産

敷金

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

事務用品購入代

流 動 負 債 合

2 固定負債

長期借入金

計

銀行借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

189,082

189,082

189,082

189,082

上記は財産目録に相違ありません。
特定非営利活動法人サステナブル・プラットフォーム

監事 大瀬 雅史



書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 年間役員名簿

令和 3年 4月 1日 か ら令和 4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人サステナガル・プラットフォーム

役  名 氏   名 就任期間 報酬 を受けた

期  間

理 事 ヤナイ  アキオ

矢内 秋生

R3年6月 25日

～R4年 3月 31日

年 月 日

奪二 月  日

理 事 カメタ
゛

亀田

コウヘイ

耕平

R3年 6月 25日

～R4年3月 31日

年 月 日

年 月 日

理 事 タキク
゛
チ チカラ

瀧口 力

R3`年 6月 25日

～R4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理 事 フタキ
゛

二木

レイコ

玲子

R3年 6月 25日

～R4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理 事 ササイ

笹井

ヤスオ

靖夫

R3年 6月 25日

～R4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

監事 オオセ マサシ

大瀬 雅史

R3年6月 25日

～R4年 3月 31日

年 月 日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 4年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人サステナブル・プラットフォーム

氏    名

矢内 秋生

つ

一 亀田 耕平

つ
Ｕ 瀧 口  力

4 玲子木

【
０ 笹井 靖夫

り^ 大瀬 雅史

７

・ 伊関 直人

０
６ 秋本タケシ

Ｏ

υ 山賀  央

10 鈴木 浩二


